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◆趣  旨 

この事業は、米国オハイオ州メアリズビル市との交流事業の一環として、お互いの文化

や教育に対する理解を深めるとともに、国際化社会に対応する人材を育成することを目的

としています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

※この事業は、「次代を担う子どもたちが健やかに育ち、豊かな心を育む施策の推進に

資すること」を目的として、町内に事業所を持つオリックス資源循環株式会社（三ヶ

山区）の寄附金により創設された「オリックス資源循環子ども未来基金」を活用して

います。 



◆交流経緯ー寄居町とメアリズビル市との交流の経緯についてー 

平成２５年 ２月２０日 寄居町長からメアリズビル市長へ交流を希望する親書を送付 

 ４月８日 メアリズビル市長から寄居町へ交流に賛同する返書を受領 

 ９月１１～１２日 

（２日間） 

メアリズビル市長を含む３名が来町 

町内施設などの見学等を行い、具体的な交流を開始 

 １２月１～６日 

（６日間） 

寄居町長を団長とする９名の視察団を派遣し、メアリズビル市を視察 

友好都市提携に向けた交流活動を進めていくための友好宣言書に調印 

平成２６年 ６月２９日 
メアリズビル高校の校長が来町 

中学校をはじめとする町内施設を視察 

平成２７年 
５月２７～３１日 

（５日間） 

メアリズビル市に寄居町との交流を記念したパートナーズ公園が完成 

落成式に副町長ら３名の視察団を派遣 

 ７月４～１３日 

（１０日間） 

メアリズビル市から生徒６名が寄居町でホームステイ滞在 

学校体験や町内施設等を視察 

平成２８年 
８月１９～２７日 

（９日間） 

寄居町から中学生１８名をメアリズビル市へ派遣し、ホームステイ滞在 

学校体験や市内施設等を視察 

平成２９年 
７月７～１６日 

（１０日間） 

メアリズビル市から生徒１６名が寄居町でホームステイ滞在 

学校体験や町内施設等を視察 

平成３０年 
８月１７～２６日 

（１０日間） 

寄居町から中学生１０名をメアリズビル市へ派遣し、ホームステイ滞在 

学校体験や市内施設等を視察 

令和元年 
７月６～１５日 

（１０日間） 

メアリズビル市から生徒６名が寄居町でホームステイ滞在 

学校体験や町内施設等を視察 

令和２年  新型コロナウイルス感染症の影響により寄居町からの派遣を中止 

令和３年  新型コロナウイルス感染症の影響により寄居町からの派遣を中止 

令和４年 

１１月１５日 

１１月１８日 

（２日間） 

新型コロナウイルス感染症の影響により寄居町からの派遣を中止 

代替事業としてオンライン交流会を実施 

オンライン交流会①【寄居町立城南中学校×メアリズビル市】 

オンライン交流会②【寄居町立寄居・男衾中学校×メアリズビル市】 

令和５年 
８月１８～２７日 

（１０日間） 

寄居町から中学生１０名をメアリズビル市へ派遣し、ホームステイ滞在 

学校体験や市内施設等を視察 

令和６年 
６月５～１６日 

（１２日間） 

メアリズビル市から生徒５名が寄居町でホームステイ滞在 

学校体験や町内施設等を視察 

令和７年 
８月２３～３０日 

（８日間） 

寄居町から中学生１０名をメアリズビル市へ派遣し、ホームステイ滞在 

学校体験や市内施設等を視察 

 



 

◆メアリズビル市の基本情報 

 メアリズビル市は、オハイオ州の州都コロンバスの北西約 40㎞に位置する、人口約 2万

9000人（2025年現在）、面積 40.84平方㎞の市です。産業について製造業、特に自動車産

業が強く、日本企業を含む多数の国際企業が進出しています。中でも、本田技研工業株式

会社（Honda）の北米初となる自動車工場が 1982年に設立されて以来、関連部品メーカー

や物流企業など多くの日系企業が地域経済を支えています。現在では、日本企業だけで 20

社以上が所在しています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メアリズビル高校・アーリーカレッジ高校 

メアリズビル市役所 

株式会社プロトワーク 

ホンダヘリテージセンター 
メアリズビル高校・アーリーカレッジ高校 

令和７年度 

中学生海外相互交流派遣事業 

訪問先 

 

メアリズビル市役所・図書館・裁判所・ユニオン群庁舎 

株式会社プロトワーク 

ミッチェル・ベリー農場 

 

ジョン・グレン・コロンバス国際空港 

 

ホンダヘリテージセンター 
メアリズビル高校・アーリーカレッジ高校 

バンソールド中学校 

© OpenStreetMap contributors 



 

◆事業日程 

日  時 内   容 

７月  ９日（水） 【 説 明 会 】 参加者自己紹介、日程説明、渡航手続き案内 ほか 

 ２３日（水） 【事前研修①】 

語学研修 

「あいさつ、自己紹介、機内会話、入国審査、ホームステイ会話、 

ショッピング会話、プレゼンテーション」 

 ３１日（木） 【事前研修②】 

８月  １日（金） 【事前研修③】 

 １３日（水） 【事前研修④】 

 ２３日（土） 【 結 団 式 】 激励のことば、派遣団員決意表明  ほか 

 ２３日（土） 【 出 発 】 
１２：００ 寄居町役場発 

１８：１０ 羽田空港発 ⇒ トロント・ピアソン国際空港経由 

  【 到 着 】 ２０：４０ ジョン・グレン・コロンバス国際空港着 ホームステイ開始 

 

２４日（日） 

【 歓 迎 行 事 】 

ホンダヘリテージセンターで歓迎行事 

［市長挨拶、ホストファミリー挨拶 等］ 

ホンダヘリテージセンター見学 

 ２５日（月） 【 見 学 】 

ミッチェル・ベリー農場、株式会社プロトワーク、市役所、消防署 

図書館、裁判所の見学 

市議会にて歓迎会 

 ２６日（火） 【 学 校 】 アーリーカレッジハイスクール見学・授業参加 

 ２７日（水） 【 学 校 】 バンソールドミドルスクール見学、授業参加 

 ２８日（木） 【 学 校 】 
メアリズビルハイスクール見学、授業参加 

送別式 

 ２９日（金） 【 出 発 】 
９：２０ ジョン・グレン・コロンバス国際空港発  

⇒ トロント・ピアソン国際空港経由 

 ３０日（土） 【 帰 国 】 
１５：２５ 羽田空港着 

１９：２０ 寄居町役場着 

９月  ８日（月） 【事後研修①】 

報告書作成 
 １２日（金） 【事後研修②】 

 １６日（火） 【事後研修③】 

 ２９日（月） 【事後研修④】 

１０月 ２７日（月） 【帰国報告会】 帰国報告会 
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【アメリカの生活習慣について】 

私達のグループは、アメリカで実際に生活をし

てみて、日本との生活習慣の違いをいくつか体験

しました。 

滞在した家庭の中には、夜寝る前に家族そろっ

てボードゲームをするところがありました。ゲー

ムを通して会話が広がり、笑い合う様子はとても

印象的でした。日本では家族全員で遊ぶ機会が少

ないので、家族の絆を大切にする文化を感じまし

た。また、ある家庭では家の中で靴を脱がずに生

活していました。最初は驚きましたが、アメリカ

ではそれが普通であることを知りました。 

自分達が当たり前だと思っていたことも、国が

変われば異なるのだと実感しました。一方で、日

本と同じだと感じたところもあり、車の中で音楽

を流して、みんなで歌っているのは、共通だなと

思いました。アメリカで実際に生活をしてみて、

日本との生活習慣の違いをまとめてみました。 

国歌斉唱(The Star-Spangled Banner)のときに

胸に手を当てる習慣です。右手を心臓の位置に置

き、それが国への敬意や誇りを表す姿であり、と

ても印象的でした。日本では、直立不動が礼儀な

ので、文化の違いを感じました。 

もう一つ驚いたのは、多くの高校生が自家用車

で登校していたことです。アメリカでは１６歳で

運転免許証が取得できるため、日本では考えられ

ない光景でした。 

また、アメリカの方々は、朝にシャワーを浴び

ることです。日本では夜にお風呂に入ることが多

いと思います。最初は慣れませんでしたが、スッ

キリ目が覚める感じがあり、私達にはこちらのス

タイルのほうが合っている気がしました。 

こうした習慣の違いに触れ、新しい価値観を学

ぶことができました。 

【アメリカの食文化について】 

アメリカでの食事で日本との違いに驚いたのは、

お菓子がとても甘いこと、飲食店は頼んだ食べ物

が来る前にサービスで無料のロールパンやフライ

ドオニオン、プレッツェルなどを提供してくれる

ことです。 

学校の給食も自分でピザやハンバーガーなど好

きな物を選んで食べることができました。ニンジ

ンなどの野菜を生で食べるのは７日間を通しても

慣れませんでした。朝食は、シリアルやドーナツ

で少し足りないぐらいでした。それに反して、夕

食はとにかく量が多い店ばかりでした。あえて多

過ぎる食べ物を提供して、余った食べ物を持ち帰

ってもらうのも店側の文化の１つだと、ホストフ

ァミリーが教えてくれました。また、日本に比べ

て野菜が少なかったのも印象的でした。メアリズ

ビル市には、メキシコ料理やスペイン料理、日本

料理など様々な国のお店がありました。 

アメリカの食事はとにかく量が多くて、味が濃

いものばかりでした。日本とアメリカの食生活は

全然違っており、その国ごとに合っている食文化

があることがわかりました。 

文化の違い探検隊―日米編― 

参加生徒によるグループ報告 
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【日本VS アメリカの常識バトル】 

今回のホームステイで気付いたアメリカの常識

について、日本の常識と比較（バトル）してみま

した。 

まずは、学校生活についてです。１つ目は制服

の有無です。日本では、中学生から学校へ制服を

着ていくのが基本です。しかし、アメリカでは私

服がほとんどでした。この勝負はアメリカの勝利

です。２つ目は掃除についてです。日本では、生

徒たちが掃除をすることが基本です。しかし、ア

メリカでは、掃除は清掃員が行います。私達は、

掃除は将来の役に立つと思うので、これはドロー

とします。 

次にホストファミリーとの日常生活で知り得た

ことについてです。１つ目は、ホストファミリー

と一緒にスーパーに行ったとき、お菓子などをお

土産に購入しようと思って、スナックコーナーへ

行きました。驚いたのが、お菓子の量が日本の２

倍位あるのに、チャックが付いていないので密閉

できない＝再密閉できないのです。この出来事が

一番の驚きでした。あんなに大きなサイズでも、

アメリカ人からしたら、食べきりサイズなのかも

しれません。私達は、こんなにお菓子を大量に食

べないので、ここは日本の勝利にしたいと思いま

す。２つ目は、野菜が生だったことです。日本で

は茹でたり炒めたりする野菜が多いですが、アメ

リカでは洗ってあるだけの生にんじんや生ブロッ

コリーを食べました。生のにんじんをチャレンジ

してみました。すると、野菜からは聞いたことが

ない“コリッ”といういい音が鳴るほど固くて驚

きました。ここは日本の勝利です。３つ目は、メ

アリズビルの気候です。日本は今、３５℃を超え

る日が増えているのに、メアリズビルでは平均２

０℃程度でした。メアリズビルはとても住みやす

い気候だと思うので、ここはアメリカの勝利です。

他にもアメリカには食事中に限らず、人前では鼻

をかんではいけないというルールがあり、アメリ

カの方が食事中のマナーが多いと感じました。 

  

最後にメアリズビルの常識についてまとめまし

た。 

□ハンコではなく、サインが主流。 

□ピザは四角形に切る。 

□とうもろこし畑がとても多い。 

□授業中などに「質問ある人いますか？」と聞か 

れたときに、何も質問がないと失礼。 

□信号機が縦型（日本でも豪雪地帯に見られる）。 

□学校での落し物が多い。 

□学校にアメフトのスタジアムがある！ 

【まとめ】 

日本とアメリカの文化の違いを肌で感じて、改

めて寄居とメアリズビルの良さを実感することが

できました。この良さを、世界に向けて発信して

いきたいです。アメリカで得た経験により、英語

力・コミュニケーション能力のほか、膨大な胃袋

やフレンドリーな心、お互いの文化を尊重する大

切さなどを学ぶことができました。この経験をた

くさんの人に広めて、活かしていきたいです。 
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 私達は、アメリカでたくさんの貴重な経験をす

ることができました。その中でも、日常生活や学

校生活、英語を主とした毎日を通して気づいたこ

とをまとめました。 

 

【日常生活での気づき】 

・１６歳以上で免許が取れれば運転することがで

きるそうです。 

・家が大きくて、ほとんどの家に地下室があり、

裏庭も広かったです。そしてほとんどの家にバ

スケットゴールがあることに気づきました。 

・国土が広いので、街と街をつなぐハイウェイが

たくさんありました。日本でいうと、バイパス

みたいなもので、もちろん料金もかかりません

でした。 

・アメリカ人はちょっとのミスでも、Don't 

worry!と笑い飛ばしてくれるので、いつも前向

きにチャレンジすることができました。 

・ゴミ捨ての様式が日本と違いました。日本は人

がゴミ収集車にゴミを入れるのに対して、アメ

リカはゴミ収集車にゴミを自動で回収してくれ

るアームが付いていて、それを使い、回収して

いて、面白いな～と思いました。 

・日の出と日の入りが遅く、生活リズムを合わせ

るのが大変でした。 

【学校生活での気づき】 

私達は、ECHS(アーリーカレッジハイスクール)、

BMS(バンソールドミドルスクール)、MHS(メアリズ

ビルハイスクール)に行きました。これらの学校で

気づいたことは沢山ありますが、特に感じたこと

を紹介します。 

・身なりが自由 

→日本では体育着や制服で過ごしますが、アメリ

カは全員が私服で過ごしていました。 

・時間の感覚が曖昧 

→遅れて学校に来る人が何人かいました。 

・チャレンジ精神がある 

→あれやりたい！と積極的に言い、行動にすぐ移

していました。 

・自分のクラスが無い 

→日本の大学のように〇年〇組というのが無く、

自分で教科を選んで学習していました。 

・カフェテリアで昼食 

→自分のクラスが無いため、カフェテリアで友達

と話しながらご飯を食べていました。 

・日本と学ぶことは同じだが、学ぶ年齢が違う 

→授業に参加したとき、日本では中学一年生で学

ぶ花のつくりを高校で学んでいました。 

・どの学校にも無料の給水器がある 

What we learned from living in America 

参加生徒によるグループ報告 



 

8 

→アメリカは日本のように水道水が飲めないので、

すぐに水が飲める給水器がありました。 

・自信にあふれている生徒が多い 

→自分達のクラブ活動などに誇りを持っていまし

た。 

全体を通して、全ての学校生活が日本より自由

だと思いました。 

 

【英語に触れての気づき 】 

一週間、ホストファミリーや学校の先生、飛行

機のスタッフさんなど、たくさんの人と英語で会

話しました。その中でも、アメリカの特徴が出て

いたように感じました。 

私達日本人は主語がない文をよく使いますが、

英語はほとんどの文が主語から始まるので、同じ

意味でも強い主張を表しているように聞こえまし

た。また、友達と話しているときに、楽しいこと

があると思い切り笑うところや、授業の中で自分

の意見を自分の言葉でしっかりと発しているとこ

ろを見て、中学生でも気持ちがはっきりしている

と感じました。 

そして、話す中で驚いたのは、完璧な文法で話

せなくても気持ちが伝わるということです。途切

れ途切れの単語でも、身振り手振りや表情ととも

に、伝えたいという思いがあれば、相手は言いた

いことを理解してくれることがわかりました。さ

らに、メアリズビルの学生が話す日本語を理解で

きたときにとても嬉しいと感じました。 

英語を通して、理解し合う喜びや自分の意見を

主張する方法・大切さを知ることができました。

多くの人とコミュニケーションを取り、学びを得

ることができてよかったです。 

 

【まとめ】 

今回の事業を通して、私達はたくさんの学びを

得て、日本ではできない体験をすることができま

した。また、様々な違いを肌で感じて、世界の広

さを知ることができました。 

日本で考えていたアメリカのイメージとは少し

違く、現地に行かないと分からないことが沢山あ

りました。アメリカの良さを知るとともに、日本

の良さも改めて感じたので、これからはどちらの

文化も大切にしていきたいと思いました。 

気づいたことや感じたことを一生の宝にして、

今後の生活に私達の行動として示していきたいで

す。また、これらの気づいたことをもっとたくさ

んの人たちに伝えていければと思います。 
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≪日本とアメリカの違い≫ 

「車に関する違い」 

アメリカでは車について２つの違いに気付きま

した。 

１つ目は、左ハンドルだったことです。日本は

右ハンドルなのでとても達和感がありました。 

２つ目は、ハンドルと同じく、車道も反対なこ

とです。日本に住んでいる私達からしたら、逆走

している気分でした。車はピックアップトラック

が多く、Hondaの車もたくさん見ました。 

道路についても違いがあります。アメリカの道

路は日本と比べ凸凹していて、下るときはたまに

ジェットコースターみたいな感覚になりました。

日本は２～４車線ですが、アメリカは８車線ある

ことが多く、道路がとても広く感じました。 

「メアリズビルの天候」 

メアリズビルで過ごした１週間は８月でもとて

も寒く、朝の気温は４℃まで下がりました。朝、

学校に行くときは外に出た瞬間、寒過ぎて声が出

るほどでした。日本の夏に比べてメアリズビルの

夏は涼しく、同じ地球でも場所が変わるとこんな

に違うのだと身に染みました。夜になり日が沈む

時間もとても遅く、２１時頃まで明るい空を見る

ことができました。 

「サイズ感」 

日本に比べてアメリカは全てが大きいです。ハ

ンバーガーが日本の２倍くらいの大きさで、ポテ

トも多いです。パティも分厚く、全体が大きいで

す。焼きそばを頼んだときは、山盛りのファミリ

ーサイズがドンッと運ばれてきました。 

建物も大きく、特にスーパーマーケットはとて

も広いです。食品だけでなく、家電やおもちゃ、

ゲーム機まで売っていて、一つ一つの商品数の多

さに圧倒されました。 

アメリカはどの家のサイズも大きくて、庭がと

にかく広いです。１つの公園くらいの広さがあり

ました。 

ガレージがある家も多いです。車が濡れたりし

なくていいので、日本の家もこの形にすれば良い

と思いました。地下のある家も多いと感じました。

地下があると秘密基地感があっていいと思ったの

To A New Land  〜アメリカへの旅〜 

参加生徒によるグループ報告 
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で、私達の家にもほしいです。 

≪メアリズビルの人達の距離感≫ 

メアリズビルでは人と人との距離感がとても近

く、賑やかでした。例えば、お店で買い物してい

るときに店員さんが「元気ですか？今日の天気は

いいですね」など、親しく話しかけてくれました。

外国人って本当に素敵だと思いました。 

他にも学校の見学に行ったときに、「わからない

ことがあれば何でも聞いてね！」と声をかけてく

れました。私達は緊張していたため、その言葉を

聞いてとても安心しました。日本では、あまり必

要なとき以外はコミュニケーションを取らないの

で、アメリカでの雑談はとても楽しく、アメリカ

特有の文化なのだとも思いました。いつか日本も

このように距離感がもっと近づくといいなと思い

ます。 

≪SDGs≫ 

私達がアメリカの街で歩いているときに思った

ことは、自動販売機が圧倒的に日本よりも少なか

ったことです。 

日本には、田舎でも歩いていたら絶対に目に入

る程、自動販売機が色んな場所に置いてあります。

ですが、アメリカには自動販売機があまり見付か

らなく、ほとんどの人がマイボトルを持ち歩いて

いました。それをみて SDGs に積極的に取り組ん

でいるんだなと知り、日本でもやってほしいと思

いました。また、私達が行ったメアリズビルの学

校(BMS、MHS、ECHS)では給水器が設置してありま

した。日本でも水筒を持ち歩きますが、水筒の水

が無くなってしまうと、水道の水を飲まなくては

なりません。水道の水はぬるいため、水筒の中に

入っている氷は溶けてしまって、ぬるい水になり

美味しく飲むことができません。ですが、アメリ

カの給水器の水は冷たいので、水筒に入れて冷た

い水を飲むことが可能なのです。しかもセンサー

で反応をしているため、水筒をセンサーが反応し

ているところに置くと、自動で水筒の中に水を入

れてくれます。私達はアメリカに置いてある給水

器を見て、すごく感激しました。とても冷たくて

美味しいし、便利なので良ければ日本にもその機

械を導入してほしいなと思いました。 

≪まとめ≫ 

今回、私達は日本とアメリカの違いについて調

べました。アメリカと日本では、食文化や生活習

慣、学校などのたくさんの違うところがありまし

た。また、アメリカに実際行ってみて学べること

もたくさんありました。海外についての関心を持

てたからこそ、この事業は成功したのだと思いま

す。たくさんの思い出もできました。今後、この

経験を将来に生かしていきたいと思います。 
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  Me in Amazing Marysville 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私には夢があります。その夢は、寄居町に海外

交流の場を作ることです。そのため、この広い世

界を見て経験し、たくさんの人と交流し、自分の

夢に役立たせようと思ったため、海外交流派遣事

業に参加したいと思いました。 

♡ My Days in Marysville ♡ 

１３時間以上の長いフライト後の夜、ホストフ

ァミリーと初めて対面しました。今日から１週間

ワクワク&ドキドキの生活が始まると私は思いま

した。Ferguson家は５人家族で、ホストをしてく

れた Haliaはとても社交的で心が広く、優しく元

気で、あっという間に仲良くなりました。犬の

Otis もとてもかわいく、家族のみんなが温かく

受け入れてくれたことに、今になってもとても感

謝しています。 

♡ My Lovely Week ♡ 

Ferguson家は、メアリズビルのいろいろな場所

に連れて行ってくれました。例えば、日本にない

Putt Puttや大きなモール、りんご狩りなどに行

きました。Putt Puttでは、家族みんな揃ってと

ても楽しくミニゴルフをしました。ホールインワ

ンが難しかったです。りんご狩りでは、Ferguson

家が昔から訪れている、りんごの木が辺り一面広

がった場所へ連れて行ってくれました。りんごが

日本と比べてとても小さく、赤かったり、黄色か

ったりで、さまざまでした。モールは、日本と比

べ物にならないくらい大きくて、迷子になりそう

でした。私が行きたかったお店、Claire'sも行け

てとても嬉しかったです。他にも、chicken fillet

をホストシスターの Keilanaと一緒に食べました。

とても美味しかったです。その他、牛を見に行っ

たり、橋を歩いたり、とうもろこし畑、アイス屋

さん、ハンバーガー店などに行き、本当に素晴ら

しく楽しい時間を過ごせました。 

♡ The Scenery of Marysville ♡ 

とにかく緑が多く、とても落ち着いた町でした。

徒歩で渡ったきれいな橋の景色がとても魅力的で 

した。学校では、個性豊かな生徒がたくさんいて、

賑やかでした。学校案内をしてくれた生徒達はと

ても優しく、一緒に話していて楽しかったです。 

お店やレストランでは、客と店員との距離感が

とても近く、天気や体調、食べ物などの話をして

いて、聞いていて面白かったです。アメリカの食

べ物は大きく、量も多く、私がコーヒーを買った

時は、アメリカの Sサイズが日本の Lサイズと同

じくらいでびっくりしました。 

♡ My Memories in Marysville ♡ 

メアリズビルは本当に魅力があり、１週間だけ

では物足りない、たくさんの人と優しさがあふれ

る文化と歴史いっぱいの場所です。私はこの交流

を通じて、英語力や海外経験だけではなく、行動

力を身に付け成長できました。こうした力や経験

を将来自分の人生に生かし、貴重な体験を無駄に

せず、自分の夢に役立て、国籍や言葉に関わらず、

多くの人がともに幸せに生きていくことができる

世界になるように貢献したいと思います。 

ハリアファミリーに出会えて良かったです。ク

リスマスにはホリデーカードを送る予定なので、

これからも交流を続けていきたいです。 

Thank you so much Yorii and Marysville! 

I love you guys so much! I will never forget 

these amazing memories that I had this summer 

in 2025! ♡♡♡ 

Keep in touch~                 Love, 

派 遣 者 

個人報告 
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 Amazing Marysville life!! 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〚決意・目標〛 

この海外派遣事業に参加できることが決まった

時、私は沢山英語でコミュニケーションを取ると

いう目標を立てました。 

〚ホストファミリーと対面〛 

最初は、大きな期待とともに、英語が聞き取れ

るか、話せるかという不安もありました。メアリ

ズビル市に到着し、ホストファミリーに会った時、

周りから聞こえてくる言葉が英語で、アメリカに

来たと感じました。お家に行くまでの車中では、

自己紹介をして、好きなものなどについて話しま

した。ホストファミリーがたくさん質問してくれ

て、会話が弾みました。また、ゆっくり話してく

れたこともあり、何を聞かれているか理解できま

した。慣れてからは答えるだけでなく、自分から

質問することもできました。日本のお土産で、特

にお菓子を喜んでくれました。 

〚メアリズビル警察署･消防署･図書館にて〛 

アメリカでは、警察・消防・救急がすべて同じ

番号で、９１１だそうです。警察署では、セラピ

ードッグと会いました。アメリカでセラピードッ

グが警察署にいるのは普通だそうです。もっとび

っくりしたのは、学校がある時間は必ず警察官が

学校にいることです。安心だなと思いました。救

急車も消防車も大きかったです。 

〚メアリズビルの学校〛 

ECHS や BMS、MHS に行き、学校の大きさにびっ

くりしました。入口がたくさんあり、迷子になり

そうでした。現地の生徒たちは優しくて日本語が

上手で、たくさん話しかけてくれました。学校紹

介のツアーもゲームも協力して、英語をたくさん

使い、とても楽しい時間を過ごしました。お友達

もたくさんできました。お昼は日本のような給食

ではなく、自分の食べたいものを食べられました。

けれど、私のホストファミリーや現地でできた友

達は、脂っこいからとお弁当を持ってきていまし

た。学校にスマホを持っていってもいいけれど、

ロッカーから出せなかったり、教室の前の箱に入

れていたりしていました。たくさん科目があって、

やりたいことができそうでした。生徒全員が積極

的に発言していて、自由に学び合いをしている様

子が印象的でした。 

〚メアリズビルの街並み〛 

道端には鹿がいてお豆を食べており、寄居と同

じく自然の豊かさを感じました。メアリズビルは

とてもきれいな街で、まるで映画のようでした。

また、一軒一軒が大きく、お庭も広かったです。

ホストファミリーのお家は、コーン畑を持ってい

たり、牛を飼っていたりしました。家で育てた牛

が食卓に出てきて、これは〇〇ちゃんだよと、お

肉が牛だったころの名前を教えてもらいびっくり

しました。 

〚まとめ〛 

アメリカに行ったことで、フレンドリーな精神

で、自分から話しかけることや、わからないこと

を恥ずかしがらず、わからないと言ったり、助け

てほしい時に助けを求められるようになったりし

ました。目標も達成できました。家族同士の仲が

良く、とても親切で優しく、私にも本当の家族の

ように接してくれました。日本の家族にも、あら

ためて感謝しました。今後も、現地の生徒達とや

り取りを続け、日本の家族にアメリカの食べ物を

作ってあげたいです。 

今回の海外派遣事業でこんなにも楽しく充実し、

たくさんの貴重な経験ができたのは、メアリズビ

ルの方々、寄居町の方々、この経験を共にした仲

間達、そして支えてくれたホストファミリーのお

かげです。ありがとうございました。この体験を

生かし、これからも英語に親しみ、チャレンジを

続けていきたいです。 

派 遣 者 

個人報告 
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 My first time in America 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

My first time in America I learned a lot in 

Marysville during the week from August 23 to 

30.I was in an environment where the language, 

scenery,people,and culture were all different, 

and every day was filled with new experiences.  

☆ホストファミリーと☆  

私をホスティングしてくれたのは、バーローフ

ァミリーでした。アリソンは日本が大好きで、部

屋にある日本アニメのポスターやフィギュア、自

分で書いた習字の作品、漢字の宿題を見せてくれ

ました。アメリカでも日本の人気を感じられて、

とても嬉しかったです。 ホストファミリーとは野

球観戦や、モールでのショッピングをしました。

ウェンディーズというハンバーガー店で頼んだス

モールサイズの飲み物が、日本のトールサイズく

らい大きくてびっくりしました。 ホームステイ３

日目の夜、バーロー家では、おじいちゃんやおば

あちゃん、いとこなど、たくさんの家族を招いて

グリルをしました。ハンバーガーをみんなで一緒

に食べて、日本の学校の話をしたり、アメリカの

スラングや流行を教えてもらったりしました。私

の部活である剣道の試合動画を見せたら、「おもし

ろそう！」とわくわくしてくれて、とても嬉しか

ったです。ホストファミリーと過ごす中で感じた

のは、日常的に自分の意志での選択を求められる

ということです。「この後○○するよ」」ではなく

「○○と□□どっちをしたい？」と聞かれること

がほとんどでした。最初は優柔不断で焦りました

が、だんだんと慣れて、自分の意見を躊躇せずに

言うことができるようになりました。 

☆アメリカの学校で☆  

メアリズビル市では３つの学校に行きました。

校内は廊下がとても広く、絵やオブジェがたくさ

ん飾られており、日本との違いを感じました。ま

た、クラブ活動にも一生懸命で、演劇部の実際の

公演の写真やマーチングバンドの衣装が展示され

ていたり、ペップ・ラリー（全校集会）での壮行

会があったりなど、力が入っていてとてもいいな

と感じました。授業では、積極性のある生徒が多

くいて、先生の問いかけに対して、自分の意見を

言うために手を挙げることをためらわずにいて素

晴らしいと思いました。また、日本語クラスの生

徒との交流では、現地の生徒と班を作り、班のみ

んなの共通点をたくさん探したり、英語のスラン

グを用いた劇を作って発表したりして、仲を深め

ることができました。現地の生徒は、学校の説明

や自分の感情を日本語ですぐ言葉にしていて、日

本語のレベルが高くて驚きました。私も拙い英語

ながら、身振り手振りを交えてコミュニケーショ

ンをとることができ、英語で会話が通じることの

喜びをたくさん感じることができました。  

☆まとめ☆  

アメリカの人々は、周りと違うことを恐れてい

ないように見えました。そして、個々の違いの中

に輝きがあり、それをリスペクトし合って大事に

している雰囲気がありました。最後の日は、ホス

トファミリーとまだ一緒にいたい気持ちがありま

したが、ありがとうをたくさん伝えてこれてよか

ったです。メアリズビルで出会ったすべての人が

大好きです。この経験を生かして、これからも英

語の勉強に励み、自分の進路に繋げ、さらには寄

居町の未来にも貢献できるようになりたいです。  

 

Thank you for everything！ 

 

派 遣 者 

個人報告 
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  思い出の旅 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は小さい頃から、アメリカでハンバーガーを

食べに行くのが夢でした。なぜなら、テレビでア

メリカのハンバーガーは美味しいし、サイズがめ

っちゃでかいと放送されていたからです。テレビ

で見るハンバーガーは、とても美味しそうで、キ

ラキラしていたので、今でも覚えています。学校

で海外交流派遣事業があることを知った時に、も

しかしたら、アメリカに行けるかもしれないと思

い、とても胸が高鳴りました。 

また、ハンバーガー以外にもアメリカに行きた

い理由がいくつかありました。去年、ホームステ

イを受け入れた時に、私が今よりも話すのに自信

がなく、Toluとあまりコミュニケーションが取れ

なくて悔しい思いをしたことが忘れられなかった

り、大人になっていろんなところに行ってみたい

ので、その時に必要となる知識を getしたかった

りなど、沢山あります。また、私の大好きで尊敬

している音楽の教師は、英語がペラペラだと聞い

て、私もその先生みたいになりたいと思っていま

した。これらの理由で、私はこの事業に参加する

ことを決めました。 

アメリカへ行けることが分かった瞬間、嬉しす

ぎて叫んじゃったぐらいです。私はもちろん、ア

メリカ(外国)に行くのが初めてだったため、行く

直前までドキドキとワクワクと不安で混ざったよ

うなぐちゃぐちゃで、あんまり表現ができないよ

うな気持ちになっていました。一緒に行った先生

も入れて、１３人の仲間達とも上手く仲良くでき

るか...と、とても心配だったけど、旅をしていく

うちに、みんなと仲良くなって帰ってくることが

できて、良かったです。 

私はアメリカに行ってみて、日本と違うところ

をいくつか見つけました。日本とは違い、食べ物

のサイズなど、いろんなサイズがでかかったこと

や、ハンバーガーがめっちゃ美味しかったこと、

距離感がとても近くて、いろんな人と友達になれ

ることなどです。 

私が一番驚いたことは、自動販売機が日本と比

べるとあまりにも少なくて、いろんな人がマイボ

トルを持っていることです。SDGsにちゃんと取り

組んでいることを知り、とても感心しました。 

私は、ホストファミリーと過ごす時間がとても

楽しかったです。科学博物館に連れて行ってくれ

たり、スタバやマックなど、いろんな場所に連れ

て行ってくれたりしました。 

ハンバーガーをいろんな場所で食べてみて、と

ても美味しかった場所は、ホストファミリーのお

ばあちゃん、ホストブラザーの彼女、ホストファ

ミリーと私で食べに行ったスポーツバーでした。

そこで英語で初めて注文しました。とても緊張し

たけど、自分で頼んだハンバーガーは、とても美

味しかったです。 

初めて会った時からだんだんと、ホストファミ

リーの絆が深まっていきました。最初は私から話

しかけることができず、緊張している時にお父さ

んは笑顔で、いろんなことを聞いてきてくれたり、

お母さんは、毎晩寝る前に手伝うことはあります

か？と聞いてきてくれたり、妹はボードゲームを

やりませんか？と聞いてくれたりしました、たく

さんコミュニケーションが取れて良かったです。 

私は今回の体験を通して、コミュニケーション

の取り方や日本と違うところを知ることができま

した。また、英語の聞き取りも少しだけ上達でき、

外国についての興味が深くなりました。今後、こ

の経験を活かして大人になったら外国に行ってみ

たり、困っている外国人や観光に来ている外国人

に声をかけて日本の良いところなどを教えたりし

ていきたいです。 

派 遣 者 

個人報告 
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       「 My Precious Memory 」 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪メアリズビルに到着≫ 

飛行機とバスでヘロヘロになった私をホストフ

ァミリーは優しく迎えてくれました。ホストファ

ミリーは、母のジェイミ、父のクリス、ホストブ

ラザーのヴィニー、次男のニック、長男のジョシ

ュの 5人と、イヌのリビとロロです。ホテルから

家までの車の中でたくさん話をしました。家族の

こと、フライトのこと、ヴィニーが去年日本に来

たことなどを話してくれました。家に着くと、ジ

ェイミが Brownie(アメリカのチョコレートケー

キ)を作ってくれました。甘い Brownieは疲れた体

にとても沁みました。 

≪１日目≫ 

ホンダヘリテージセンターで歓迎セレモニーに

参加しました。役員の方が話し終わる度に皆と握

手をしていたので、こういうフレンドリーな文化

っていいなと思いました。その後、ミュージアム

の見学をしました。いろいろな型のエンジンや、

日本では見られないホンダ車がたくさん展示して

ありました。中には、金色の車や欧米限定販売の

車もあり、車好きの私はとても興奮してしまい、

車と一緒にたくさん写真を撮ってもらいました。

ヴィニーがアメリカにも Car meet という日本で

いうクラシックカーパレードのような催しがある

と教えてくれました。寄居町のクラシックカーパ

レードをいつも見ていますが、アメリカの Car 

meetも見てみたいです。昼食にハンバーガーを食

べました。ビッグマックの倍くらい大きく、ハン

バーガーだけでお腹いっぱいになってしまいまし

た。午後はデパートに行き、買い物をしました。

ヴィニーがおすすめのブランドやお菓子を教えて

くれたので、私は服やアメリカのキャンディなど

を買いました。また、『僕のヒーローアカデミア』

や『Dr.STONE』などの日本の漫画が英語版で売ら

れていたので、たくさん買いました。 

≪２日目≫ 

ウォルマートで買い物をしました。ウォルマー

トは広く、とにかく何でも売っていて、お土産に

お菓子を買いました。 

≪３・４日目≫ 

ECHSや BMS(高校や中学校)に行きました。ECHS

では、日本語クラスの生徒と楽しくゲームをしま

した。BMS では、チアリーディングやアメフトを

体験し、Pep rally(全校集会)に参加させてもらい

ました。アメリカでは、とにかくアメフト熱がす

ごいです。Pep rallyでは綱引きやチアリーディ

ングをしていたので、声援が飛び交い、体育館内

はとても白熱していました。チームに分かれて綱

引きに参加しましたが、残念ながら負けてしまい

ました。４日目の夕飯は、ホストファミリー家の

庭でソーセージやマシュマロを焼いたりホットド

ッグを作ったりしました。その後、ヴィニーとサ

イクリングに行きました。ヴィニーは池の周りに

落ちていたゴミを拾い持ち帰っていて、環境意識

の高さに感心しました。 

≪５日目≫ 

MHS(高校)に行きました。個人的にはミュージカ

ルの演奏が印象的でした。そして送別式典をしま

した。大勢の前で英語のスピーチをするのはとて

も緊張しましたが、ホストファミリーに感謝の気

持ちを伝えることができたと思います。 

≪まとめ≫ 

この体験を通して、何事もやってみよう！とい

うチャレンジ精神が身につき、もっと英語を話せ

るようになって国際交流に努めたいという思いが

生まれました。最後になりますが、この事業に関

わっていただいた方達に感謝し御礼申し上げます。

いつかホストファミリーに会いに行くぞ！！ 

派 遣 者 

個人報告 
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  驚きの連続だったメアリズビル 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ホストファミリーとの生活≫ 

僕が訪れたご家庭は、１５歳と１８歳の兄弟と

お父さんお母さんの４人家族でした。お父さんと

お兄さんはホンダで働いていて、お父さんは日本

に来たことがあるとのことでした。富士山の写真

を僕に見せてくれました。僕は長男なので、思い

がけずに２人もお兄ちゃんができて、嬉しかった

です。 

 メアリズビルの朝は日本の冬のようにとても寒

い！アメリカの朝食はフルーツとベーコンとトー

ストで、日本とはあまり変わりませんでした。で

すが、ホストマザーが用意してくれるアメリカの

苺はとにかく大きい！しかも甘いのです。逆に小

さい苺はとても酸っぱかったです。 

 日本を出発してから３日目。僕はホストファミ

リーの友達と一緒にバスケットボールをしました。

僕がバスケットボール部に所属しているのを知っ

て、兄たちが友人たちを呼んでくれたのです。バ

スケットコートまで、上のお兄ちゃんがゴルフカ

ートで送ってくれました。アメリカでは１６歳か

ら運転をすることができ、ゴルフカートも道を走

れます。とても羨ましく思いました。僕の身長は

１７３ｃｍと、男衾中では高い方なのですが、そ

こには僕より背の低い子はいませんでした。１人

が僕に生のダンクシュートを見せてくれました。

とてもクールで、その姿に憧れてしまいました。 

≪学校訪問≫ 

最初に訪れたのは、アーリーカレッジハイスク

ールです。初めに自己紹介のゲームを沢山しまし

た。そこで生徒の通常のスピードの英語の速さに、

とても驚きました！昼食はピザやハンバーガーで、

仲のいい友達同士で一緒に食べることができ、掃

除の時間もありませんでした。そして何より校内

が広く、単独行動は迷子になりかねませんでした。

印象に残ったのは車の授業です。学校で車のタイ

ヤ交換をやるとは思いもよりませんでした。家で

父の手伝いをしたことはありましたが、電動のレ

ンチは初めて使いました。学校で車をいじれるの

は凄いなと思いました。 

 次に訪れたのは、バンソールドミドルスクール

です。この学校で印象に残ったことは何といって

もアメフトの授業です。まずはみんなでダミーに

向かってタックルしましたが、びくともしなかっ

たので、２回目は闘牛のように腰を低く構え、相

手を押し倒す気持ちで勢いよくいきました。する

とダミーは少しだけ動いてくれました。僕は中学

１年までサッカーをやっていたので、キックがと

ても上手だと褒められました。「良かったら入部し

てくれないか？」とアメリカンジョークも聞くこ

とができ、とても嬉しく思いました。 

また、全校集会では男衾中とは違い、とても騒

がしく、最後にみんなで行った綱引きはとても盛

り上がりました。 

 最後に訪れたのは、メアリズビルハイスクール

です。この学校では、実際に溶接をやって見せて

くれました。とても重いマスクを着けて、見えた

微かな光はとても幻想的でした。他にも学校に３

D プリンターがあることに驚きました。いただい

た牛の置物は、とても気に入りました。 

理科の授業では、花の構造について調べました。

使用した花が、先生が誕生日プレゼントにもらっ

た花だったことにアメリカ人の大胆さを感じまし

た。 

≪まとめ≫ 

アメリカで驚いたことランキング 

第１位 車の前側にナンバーが無い 

第２位 食べ物１つの大きさ 

第３位 ほとんどの建物が１階建て 

第４位 信号機が縦 

第５位 道がとても開けている 

 

派 遣 者 

個人報告 
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 Very memorable week 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私がこの事業に参加する前は、アメリカで上手

く英語を話せるか、ホストファミリーと上手くや

っていけるか、などの不安がありました。しかし

ホストファミリーはとても優しく、行ってみたら

楽し過ぎてあっという間の７日間でした。 

≪初めてのアメリカ≫ 

ホストファミリーは父、母、ホストブラザーの

エイブ、弟２人、妹です。エイブとは日本にいる

時からほぼ毎日連絡を取り合っていました。初対

面の時、メールでは驚くほど積極的だったエイブ

の緊張がすごく伝わってきたので、なるべく自分

から話しかけました。 

また、日本からのお土産を渡すととても喜んで

いて、特に箸と扇子を気に入ってくれました。 

≪ホストファミリーと一緒にいた日≫ 

朝起きてすぐにスターバックスに行きました。

S サイズを頼んだはずが、L サイズくらいの物が

きて驚きました。スーパーマーケットで買った大

量のアメリカのお菓子は個包装で売っている物が

あまりなく、大きい箱で売っていることが多かっ

たです。その後食べたハンバーガーはとにかくデ

カくて食べきるのが大変なくらいでした。 

メアリズビルは８月でも長袖を着るほどの気温

でした。家族全員で行った洞窟はさらに寒かった

です。そこでとても良い記念写真が撮れました。

夕飯はホストファミリーの祖父母が来て一緒にお

寿司を食べました。祖父母の英語はとても聞きや

すかったです。 

≪アメリカ初登校≫ 

ECHSでのランチでは、ピザやハンバーガー、お

菓子などがあり、自分でメニューを決めて食べる

ことができるので良いと思いました。先生方は明

るくて話しかけやすい雰囲気でした。 

≪たくさん動いた日≫ 

フットボールの練習ではボールの扱いが難しか

ったです。チアダンスでは部員にキレッキレの動

きを教えてもらいました。ユニフォームがとても

派手でアメリカらしさが出ていると感じました。 

≪ホームステイ最終日≫ 

MHS の生徒と一緒に歌った英語の歌は、リズム

が少し難しいけど、明るく教えてくれるので楽し

かったです。夜はホストファミリーと焚き火をし

て、マシュマロをサンドしたクッキーを食べまし

た。クッキーはサクッと、マシュマロはモチッと

していて美味しかったです。夜は寒いので、暖か

くて心地よく感じました。その後みんなで私の好

きな洋楽を聴き「It's a very good song！」と言

ってくれたので嬉しかったです。日本の曲も聴き、

歌詞の意味も含めて素晴らしい、と言っていまし

た。言葉が違くとも感覚は同じということに感動

しました。 

≪アメリカを飛び立つ日≫ 

出発前に手紙を読むとみんなが泣いてくれまし

た。もう終わりなのか、と寂しい気持ちもありま

した。最初に会ったホテルへ行き、最後のお別れ

をするとエイブがまた泣いてしまいました。手紙

を読んでいた時にこらえていた涙が少し出てきて

しまいました。空港に向かう車内で、アメリカを

離れると思うととても寂しかったです。 

１番の思い出はポークチョップを食べたことで

す。スパイスが豚肉に合っていてあまりの美味し

さに衝撃を受けました。ホームステイ中はアイス

屋さん３店、カフェ２店、朝からドーナツ屋さん

と、たくさんのスイーツの影響で常にシュガーハ

イでした。ずーっとお腹いっぱい！お土産も買い

過ぎてスーツケースに入りきりませんでした。お

腹も荷物も心もいっぱいになり、充実したアメリ

カ滞在でした。凄かった！この貴重な経験を色ん

な人と共有していこうと思います。 

I can't wait to see my host family again！！ 

派 遣 者 

個人報告 
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    8days of Encounters and Learning 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、アメリカの個人主義と日本の集団主義の

違いを学びたいという思いでこの事業に参加させ

ていただきました。 

【ホストファミリーとの生活】 

ホストファミリーは、私と同い年の女の子ケイ

ジーとお父さん、お母さんの３人家族で、とても

温かく迎えてくれました。ホストファミリーとは、

いろいろな場所に行ったり、アメリカ文化を教え

てもらったり、歴史に関わる場所を訪れたり、多

くの経験を共にしました。 

初めて会った時は、緊張して上手く英語が聞き

取れなかったり、話せなかったりしました。しか

し、私に合わせて話してくれたので、だんだんと

慣れて沢山の会話をすることができました。 

４日目には、ホストファミリーと一緒に書道を

しました。初めての書道だったので、ホストファ

ミリーは興味深い様子でした。でも、慣れてくる

につれて楽しそうに、たくさんの字を書きました。

特に、ケイジーが書いた「桜」は初めてとは思え

ないほど上手で、びっくりしました。難しかった

けど、私の大好きな書道を伝えられて、とても嬉

しかったです。他にも、趣味のピアノや折り紙を

一緒にできたことは、良い思い出です。 

食事は、いろいろな店に連れて行ってくれたり、

家では BBQをしたりしました。アメリカの食事は、

とてもボリューミーで食べきれませんでした。 

でも、ホストファミリーから、「アメリカの食事

は持ち帰ることを前提で出しているよ」と教わり、

とても驚きました。 

また、日本から持参したボディバッグが壊れた

際は、バッグを買うため、いくつもの店に連れて

行ってくれました。 

一緒に多くの体験をし、私のサポートをしてく

れたホストファミリーには感謝の気持ちでいっぱ

いです。 

【学校生活】 

私達は、ECHSと BMSと MHSに行きました。ここ

では、私の目標の、個人主義と集団主義の違いを

知ることができました。 

特に、私が感じたのは、授業に参加させていた

だいた時に、○○やりたい人！と先生が声を掛け

たら、大勢の生徒がすぐに手を挙げたことです。

先生に指名されない生徒は、少し残念そうな様子

でした。日本では、先生が声を掛けても、ほとん

ど手が挙がりません。何でも自分から積極的にや

ろうとする姿勢は、最も日本と違うところなのか

なと感じました。 

他にも、友達に何でも頼ったり、一緒に行動し

たりするのではなく、一人でどんどん作業を進め、

自分で考えて行動します。そして、日本の集団主

義の中でも、自分で考え行動することは、私にも

できると思うので、これからは、普段の生活に取

り入れていきます。  

【まとめ】 

私はこの８日間で、多くの素晴らしい経験をさ

せていただきました。ホストファミリーとは、日

本の文化とアメリカの文化を紹介し合いました。

市街視察では、戦争の記録を見ることができまし

た。アメリカに行く前、原爆の絵が展示されてい

る丸木美術館で戦争について学んだことと繋がり、

平和への願いがさらに強まりました。また、学校

では、個人主義と集団主義の違いについて学ぶこ

とができました。 

私が、様々な経験をできたのは、今回の事業に

関わってくださった多くの方々の支えがあったか

らだと思います。これから、この経験を無駄にし

ないよう何事にも頑張ります。この様な貴重な機

会を与えてくださり、ありがとうございました。 

Thank you so much. I love Marysville! 

派 遣 者 

個人報告 
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  Under the Same Sky 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私がこの事業に参加した動機は、アメリカと日

本の文化の違いや、現地の方々の会話などを通し

て生きた英語を直接体験したいと思ったからです。 

最初は、自分の英語力で現地の方々との意思疎通

ができるのか不安でした。しかし、いざ現地へ着

くと不思議とその不安がなくなり、アメリカでの

生活が私の一生の宝物となりました。 

【ホストファミリーとの思い出】 

私自身、絵を描くことが大好きです。それを伝

えると、リアとリリカが一緒に絵を描いてくれ、

比べながら笑い合いました。ホストマザーのケイ

コさんの知り合いの家でパーティが開かれ、みん

なでバレーをしたり、探し物ゲームをしたり楽し

く過ごしました。なんといっても、とにかく庭が

広かったことに驚きました。 

毎朝ご飯を食べるときや、集合場所まで送迎を

してくださる時など、ケイコさんとたくさん話を

しました。 

リリカの保育園へ迎えにケイコさんと一緒に行

ったとき、私の前で飛び交う現地の方々の会話で

「私も一緒に会話に混ざりたい！！」と思いまし

たが、会話が早すぎて聞き取れず、くやしい思い

をしました。そして、人生初のアメリカの BURGER 

KING や COSTCO にも連れて行ってもらいました。

その時、夜の８時くらいでしたが、夕方かと思う

くらい外が明るかったことが本当に驚きでした。 

最後の日に、私はジャガイモとたまねぎのお味

噌汁を作りました。タイキは、お鍋や包丁を用意

してくれました。みんな「perfect!!」と言ってく

ださり、嬉しい気持ちでいっぱいになりました。 

【学校訪問】 

日本とアメリカの学校の雰囲気は全く違ってい

ました。その中でも最も驚いたことが、給食です。

アメリカでは小さなバイキング形式でした。自分

が食べたいものを選ぶことができるので感銘を受

けました。 

BMS(バンソールドミドルスクール)で大規模な

集会がありました。そこではチアダンスを見たり、

現地の学生達と一緒に綱引き大会をしたりと盛り

上がりました。嵐のような歓声があちこちから飛

び交っていました。そこではたくさんの友達がで

き、今でもやり取りをしています。 

そして、感動したことがありました。MHS（メア

リズビルハイスクール）に行ったとき、昨年私が

ホストファミリーとして迎え入れたエイデンと約

一年の時を経て再会したことです。エイデンは日

本語がとても上達していて、思わず感嘆しました。 

【終わりに】 

ホストファミリーの温かさや現地の人たちとの

交流を通じて、「伝えようとする気持ち」と「理解

しようとする姿勢」、「価値観の違いを受け入れ、

その違いを楽しむ」ことが国際交流の第一歩なの

だと実感しました。そして何より、この広い世界

で出会うべくして出会った方々全てが必然なのだ

と、改めて強く感じました。 

最後に、私にこのような貴重な経験をさせてい

ただき本当に嬉しく思っています。この事業に関

わってくださった方すべての皆様に感謝の気持ち

を伝えます。 

I am grateful for everything!! Thank you 

so much for everyone!! 

The sky reminds me that we're all 

connected!! 

I'll treasure those memories forever!! 

派 遣 者 

個人報告 
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  Unforgettable Days in Marysville 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕はアメリカでのホームステイを通して、日本

では味わえない新しい体験を数多くしました。最

初は緊張していましたが、ホストファミリーや現

地の友達のおかげで、とても充実した毎日を過ご

すことができました。 

≪１日目≫ 

長いフライトを終えて到着すると、夜遅くにも

かかわらずホストファミリーが温かく迎えてくれ

ました。家を案内してもらい、少しだけホストブ

ラザーのディロンや妹とビデオゲームをして親し

くなれました。 

≪２日目≫ 

２日目は歓迎式典に参加し、ホストマザーがホ

ンダで働いていることを知りました。昼は親戚や

友人と BBQをして、手作りのハンバーガーやホッ

トドッグを食べました。日本からのお土産のお菓

子はとても人気で、ディロンの友達とも仲良くな

れました。夜８時頃でも明るく、日の長さに驚き

ました。 

≪３日目≫ 

３日目はディロンの運転で学校へ行き、枝豆農

園やウォルマートを訪れました。広い店内に驚き、

町の裁判所や図書館、市役所なども見学しました。

どこでも人々がフレンドリーで、家に戻ってから

は兄弟や現地の人と一緒にピックルボールをしま

した。妹はマーチングバンドのトロンボーンを演

奏してくれ、アメリカの家庭らしい温かさを感じ

ました。 

≪４日目≫ 

４日目は高校 ECHSを見学しました。専門的な授

業や自分で選ぶ昼食、日本語を学んでいる生徒と

の交流は日本の学校と大きく違い、新鮮でした。 

特に昼食は自分で好きな物を選んで食べているこ

とに驚きました。飲み物もジュースがあったりお

菓子があったり、日本の給食とは全く違いました。

車のタイヤ交換の授業やエンジニアのクラス、健

康に関するクラスなど、専門的な授業が多かった

です。休み時間には日本語と英語の両方で｢ハング

マン｣という言葉当てゲームをして楽しみました。

クロスカントリークラブの練習にも参加し、夕食

はメキシコ料理を食べ、その後ボーリングをしま

した。量が多く食べきれなかった料理を持ち帰る

文化も印象的でした。 

≪５日目≫ 

５日目は中学校 BMSを訪問しました。アクセサ

リーをつけたりお菓子を食べながら授業を受けた

りする生徒に驚きましたが、みんなとてもフレン

ドリーで、運動の授業では丁寧に教えてくれ、成

功するとハイタッチで喜んでくれました。全校集

会では綱引きに参加し、大人数で盛り上がる体験

は日本ではできないものでした。夕食にはステー

キを食べ、アメリカらしさを感じました。 

≪６日目≫ 

６日目は MHSに行き、溶接や植物の授業を受け、

マーチングバンドも見学しました。夜はホストフ

ァミリーとのお別れ会で感謝を伝え、最後にゲー

ムセンターでゴーカートやミニゴルフを楽しみま

した。 

≪最終日≫ 

最終日は家族で写真を撮り、早朝にホテルへ向

かいました。ホストファミリーは別れを惜しみ、

「次に来たときは一緒にフットボールを観よう」

と言ってくれました。 

≪まとめ≫ 

今回のホームステイでは、言葉や文化の違いを

越えて関係を築けることを実感しました。日本の

ことを紹介し、逆にアメリカについて学んだこと

で世界が広がりました。日本に戻りたくないと思

うほど楽しく、貴重な経験となりました。この経

験を今後の生活や人生に生かし、一生忘れない宝

物にしたいです。 

派 遣 者 

個人報告 



21 

 この交流事業は、「互いの文化や教育への理解を

深め、国際化社会に対応する人材を育成すること」

を目的に、平成２７年度から行われています。こ

れまでに、寄居町から３度、メアリズビル市から

４度、お互いの生徒を派遣・受け入れをして交流

してきました。そして今年度は、寄居町からメア

リズビル市へ派遣することから、寄居町の中学生

に募集を行ったところ、４５名から応募がありま

した。 

１ 選考試験 

 派遣する生徒を決定するために日本語作文・英

語面接・日本語面接からなる選考試験を実施しま

した。日本語作文・日本語面接では「メアリズビ

ル市に行ってこんな経験をしたい」「この事業での

経験をどう活かしていくか」など、どの生徒も自

身の考えを持ち、答える姿に感心しました。英語

の面接では、外国人面接官からの英語の質問に、

流暢な英語で回答できた生徒がいる一方で、質問

が聞き取れず、何度も聞き直し、懸命に何とか答

えようと奮闘する生徒もおり、この事業に参加し

たいという熱意が大いに感じられました。 

そして、大勢の応募者の中から選考された今回

の１０名は、試験に対して一生懸命に取り組み、

自身の意見を日本語・英語関わらず、しっかりと

表現することができる生徒であると感じました。 

２ 事前研修会 

 選考された１０名は、アメリカの文化や語学な

どを学ぶ事前研修会を４日間受講しました。研修

会では、はじめにアメリカと日本の文化の違いや

考え方を学びました。その後、「自分の知っている

言葉で言い換える」ということを念頭に、自己紹

介や寄居町の紹介、入国審査の手続き、レストラ

ンでの注文・支払い方法、ホームステイ先で必要

な会話などを実践形式で行いました。研修を重ね

るごとに、英語で会話することへの不安や恐れな

どが取り除かれていくと同時に、参加者となった

１０名の絆が深まっていくのを感じました。 

３ 結団式 

 出発に先駆け結団式を行いました。式では、町

長、町議会議長、教育長、副町長、さらにはこの

事業費の基となる寄附をいただいているオリック

ス資源循環株式会社の有元社長にもご臨席を賜り

ました。そして来賓の方々からは、大変温かい激

励の言葉をいただきました。有元社長からは、「海

外相互交流派遣事業でメアリズビル市へ行けるこ

のチャンスを活かしてください。また、メアリズ

ビル市へ行ったら、環境問題の取組みについても

関心を持ち、帰国後に教えてください」とお話し

いただきました。生徒達も一人一人が派遣に向け

ての決意を表明し、出発に向けた良い式となりま

した。 

４ 出発から到着 

 東京国際空港（羽田空港）を出発し、約１２時

間後にカナダのトロント・ピアソン国際空港に到

着しました。続いて乗り継ぎのため、アメリカ合

衆国への入国審査に臨みました。事前研修で入国

審査の手続きについて実践形式で練習していた生

徒達は、緊張感を持ちつつも英語での対応力を求

められる最初の関門に臆することなく対応してい

ました。そして乗り継ぎまでの待ち時間、空港内

で買物に挑戦していました。お店の方に英語で積

極的に話しかけ、ドル紙幣を使用する生徒の姿を

見て頼もしさを感じました。ジョン・グレン・コ

ロンバス国際空港には、同日午後９時頃に予定通

り到着しました。メアリズビル市の関係者の方々

が温かく迎えてくれました。生徒達は、約１６時

間という長旅の疲れを見せず、憧れの地に降り立

ち、ワクワクしている様子が伝わってきました。

そこから専用バスに乗り、メアリズビル市内へ到

着したのは午後１０時頃になっていましたが、ホ

ストファミリーの皆さんがご家族そろって待って

いてくださり温かく迎えてくださいました。生徒

達はホストファミリーに会えてとても安心した様

子で満面の笑顔で挨拶を交わし、感動的な場面と

引 率 者 報 告 
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なりました。そしてここからホームステイが始ま

りました。 

５ メアリズビル市での日々 

 １日目。ホンダヘリテージセンターで歓迎セレ

モニーが行われ、ボーガー市長をはじめ、メアリ

ズビル市の方から歓迎のあいさつをいただきまし

た。その後、生徒達はホストファミリーと一緒に

ミュージアムを見学しました。生徒達はホンダの

歴史を知ることができ、寄居町とメアリズビル市

は強く結びついているとよく理解できた様子でし

た。 

２日目。アーリーカレッジハイスクールに集合し

た後、ミッチェル・ベリー農場で枝豆栽培の見学

をしました。日本の TV でも紹介されたというポ

ールさん・シェリーさん夫婦が経営しており、栽

培方法について、にこやかに説明してくれました。

次に、プロトワークという日系企業の工場を見学

しました。ここは最先端の製品を少人数で生産し

ている会社で、生徒は CEOの高田恒浩さんの説明

から仕事に対する情熱を強く感じたようです。午

後は、地元の警察・消防署、図書館、裁判所を見

学しました。特に裁判所では、普段立ち入ること

のできない法廷の椅子に座り、生徒は大喜びでし

た。 

 ３日目。この日は前日集合したアーリーカレッ

ジハイスクールの授業を見学しました。エンジニ

アリングの特別授業では、学校のロゴをプリント

した Tシャツをお土産としていただき、生徒達は

とても喜んでいる様子でした。午後は、オートテ

ックの特別授業で、車のタイヤの付け替えを体験

させてもらいました。 

 ４日目。この日はバンソールドミドルハイスク

ールを見学しました。午前中はチアリーディング

とアメフトの体験をさせてもらい、生徒達は必死

ながらも、気持ちよく汗を流しました。午後は全

校集会の形で行われた部活動壮行会を見学しまし

た。最後は綱引きに飛び入り参加をさせてもらい、

生徒達は大いに楽しんでいる様子でした。 

 最終日。この日はメアリズビルハイスクールを

見学しました。午前中はお菓子作りを体験し、溶

接の授業を見学しました。午後はミュージカルの

授業やマーチングバンドの授業を見学しました。

日本では行わないような授業を同年代の生徒が学

んでいる様子を見て、生徒達は感銘を受けている

様子でした。 

その後、送別式典に望みました。生徒一人一人

がメアリズビル市での思い出とホストファミリー

への感謝を英語で発表しました。メアリズビル市

の方々からの温かいまなざしと、生徒達の英語の

スピーチを聞き、引率者としてこの事業が生徒に

とって有意義なものであったと感じるとともに、

生徒達の成長に感動しました。 

６ まとめ 

 「中学生」という年代で、海外で過ごしたとい

うことは、生徒達にとって今後の人生で大きな財

産になることでしょう。アメリカの文化に触れ、

友人を作り、ホームステイをしたことが生徒達の

将来の夢の実現に活かされることを願っています。

そして、寄居町の将来を担ってくれるような人材

になることを期待しております。 

最後になりましたが、この事業に携わっていた

だきましたすべての方々に厚く感謝を申し上げま

して、引率者としての研修報告とさせていただき

ます。 


